


「浮上防止マンホール」の選定フロー

　　　　　液状化なし、浮上がりなしの場合

　　液状化あり、浮上がりありの場合

設計条件

①マンホール形状（0号、1号、2号、3号）
②マンホール深

③土質データの整理

管路・マンホールの重要度

レベル1、レベル2対応

耐震計算

①液状化の計算

②浮上がりの検討

組立マンホール（標準）の採用

液状化対策（下水道施設耐震対策指針と解説P.373）
①マンホールの浮上抑制対策

②マンホールブロックのずれ対策

③NSW型マンホールを用いた安定計算

地震対策

「浮上防止マンホール（NSW型）」の採用












